
C. 環境光による撮影 
環境光で照らされた被写体を撮影する場合、被写体が受けるのと同じ光がある場所に立ち、カメラを主光源の
方向に向けます。被写体を特に照らしている光がない場合、撮影時にカメラを使用する場所の方向にカメラを
向けて、被写体にかかる入射光と反射光の両方を取り込みながら設定することが大切です。	

D. フラッシュ撮影 
カスタムホワイトバランスの設定時にフラッシュの光が	ExpoDisc	を通過することにより、適正な結果が得られます。
取り外し可能なフラッシュを使用する場合や、フラッシュの光をバウンスさせて被写体を照らす場合は簡単です。	

外部フラッシュによるバウンス照明 バウンス照明で被写体を照らす場合は、バウンスさせる面	(天井など)	に
カメラとフラッシュを向けてカスタムホワイトバランスを設定します。	

外部フラッシュによる直接照明 外部フラッシュで被写体を直接照らす場合は、可能であればフラッシュを取り外し、
撮影時のカメラ位置に置きます	 (平面上に置くか、三脚などの固定具を使用)。カスタムホワイトバランスの設定は、
カメラを被写体の位置からフラッシュに向けて行います。	

ご注意	 外部フラッシュによる直接照明を使う際に、フラッシュを取り外してカスタムホワイトバランスの設定を
行うことができない場合、この設定は推奨されません。	 ExpoDisc	 は入射光式ツールのため、カメラを被写体に向け
てカスタムホワイトバランスを設定しても、カメラに装着されたフラッシュから十分な光量を取り込むことができ
ない上、背後や側部からの偏った光量により、色かぶりが生じる場合があります。	

カメラに装着していないフラッシュ 取り外し可能なフラッシュを離れた位置に置いて撮影する場合、カスタム
ホワイトバランスの設定時にも必ず撮影時と同じ場所にフラッシュを置き、被写体の位置から撮影時のカメラ位
置に向けて設定を行います。
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1.	 ExpoDisc を取り付ける ExpoDisc をレンズの前面にはめ込みます (白い面がカメラ側)。 ExpoDisc は	
ねじ込み式のフィルターではないので、回して取り付ける必要はありません。使用する ExpoDisc の直径が	
レンズサイズより大きい場合は、レンズを覆うように手で持って使用してください。

2.	フォーカスモード お使いのカメラのオートフォーカスモードでカスタムホワイトバランスの設定ができ
ない場合は、フォーカスモードをマニュアルに設定します。 

3. 	露出を設定する マニュアル露出で撮影する場合、撮影時の露出を決定し、それに合わせてカメラのシャッ
タースピードと絞りを設定します。カスタムホワイトバランスの設定時に絞り優先モード、シャッタースピード
優先モード、プログラムモードなどを使用すると、適正な露出が自動設定されます。

4.	カメラの向きを決める (入射光の計測)  ExpoDisc は入射光式のツールとして使用し、被写体を照らす	
光源が ExpoDisc に当たるようにカメラを向けます。通常は被写体の位置に立ち、実際の撮影時のカメラ	
位置にカメラを向けると、その状態になります。 

5.	フラッシュ使用の場合 カスタムホワイトバランスの設定を行う際に、撮影時と同じ露出を使用し、フラッ
シュを発光させます。外部フラッシュを使用する場合、ExpoDisc の効果が得られるのはバウンス撮影時
のみで、カスタムホワイトバランス設定はフラッシュを天井に向けた状態で行います。

6.	カスタムホワイトバランスを設定する お使いのカメラのカスタムホワイトバランスの設定方法に従い、	
ホワイトバランスを設定します。 www.expodisc.com/support/ (英語) では、ほとんどの製品モデルに	
ついての詳しい説明書やカメラ操作方法のビデオをご利用いただけます。このホワイトバランス設定は、
カメラで JPEG に適用することも、RAW ファイルで「撮影したまま」のホワイトバランスとしてインポートする
ことも可能です。

7.	 撮影する 必要に応じてカメラをオートフォーカス モードに戻し、撮影します。カスタムホワイトバランスは、
ライティング条件の変化に応じて設定しなおしてください。

入射光の計測
ExpoDisc の最も正確な効果は、カスタムホワイトバランスの設定で入射光が捉えられた時に得られます。
被写体を照らしているのと同じ光の色が ExpoDisc を通過し、カメラのイメージセンサーに届くようにする	
必要があります。 ExpoDisc は入射光式露出計を使用するときと同じように、光源に向けて使用します。

ExpoDisc が入射光式のツールであることを理解しておくと、スタジオ撮影、風景撮影、環境光による撮影、	
外部フラッシュの応用時など、さまざまな撮影環境で正しく使用できるようになります。

A. スタジオでのフラッシュ撮影
コントロールされたライティング環境でカラーバランスのとれたフラッシュ照明を使用する場合は、カメラ
を主光源に向けて、カスタムホワイトバランスを設定します。色温度のバランスがとれていない光がさま
ざまな位置にあるスタジオの場合、平均的なホワイトバランスを設定できる方向にカメラを向ける必要が	
あります。最も良い方法は、カメラを 2 つ (またはそれ以上) の光源の中間に向けることで、通常は被写体の
位置から撮影時のカメラ位置に向いて行います。これで、光源ごとの色温度の差の平均を求めることがで
きます。 

B. 風景撮影 
曇り空、晴天時の日陰や完全に陰になっている場所での風景撮影では、 ExpoDisc を空に向けて設定すると
最適なホワイトバランスが得られます。直射日光の下では、直接太陽に向けないようにしながら、 ExpoDisc 
に日光が入る方向で設定を行います。 ExpoDisc が取り付けられていない状態で、カメラを直接太陽に向け
ないでください。 

カスタムホワイトバランスの設定は周囲のライティング状況を補正して均一化するものであるため、多くの
カメラマンは朝焼けや夕焼けの時間帯にカスタムホワイトバランスの設定を行いません
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